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介護保険制度 による住宅改修 に関する研究動向

真継 和子*,宮 島 朝子**,相 良 二朗***

背 景 と 課 題

在宅ケアにおいて,居 住環境の整備は療養者の自立

生活 を促進 し寝たきりを予防するだけでなく,介 護者

の負担 を軽減する意味で も重要である。日本では2000

年の介護保険制度導入に伴い,在 宅サービスの一tomと

して住宅改修が行われるようになった。 しか し,同 制

度の導入当初から,サ ービスの市場化によって居住の

質の格差が拡大 し住環境問題の潜在化が進行するDと

いう意見や,住 宅改修や福祉用具には個別サービス計

画の作成が義務づけられていない2:ことを指摘する意

見があった。同制度は2006年4月 に介護予防を重視 し

たシステムに転換 されているが,そ れまでの住宅改修

に関して何が問題 となり,ど のような課題があるかを

探ることは意味があると考える。

そこで本研究は,zoom度 の介護保険制度導入から

2006年 度の改正に至るまでの住宅改修に関する研究文

献 をレビューし,そ の現状 と課題を明 らかにすること

を目的に行った。

研 究 方 法

対 象 文 献 の 選 定 に は,医 学 中央 雑 誌WEB版Vcr.

/,財 団 法 人 日本 建 築 学 会 ホ ー ム ペ ー ジ 上 に 開設 され

た検 索 デ ー タベ ー ス を使 用 し,2001年1月 か ら2006年

9月 まで に発 表 され た文 献 を対 象 と した 。 キ ー ワー ド

と して 「介 護 保 険 」 「住 宅 改 修 」 を含 む こ と を条 件 と

し て検 索 し,原 著 論 文 と会 議 録 を併 せ て63編 選 定 し

た。 な お,選 定 作 業 は2006年9月 か ら12月 に行 った 。

研 究 結 果

1.年 次 別 論 文 数 とテ ー マ分 類
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年度 ご との論 文 数 を見 る と,2001年 はll編 で,以 後

2002年 は8編,2003年 は14編,2004年 は19編 と徐 々 に

増 加 傾 向 に あ っ た。 しか し,2005年 は5編 に減 少 し,

2006年9月 まで の論 文 数 は3編 で あ った 。

63編 の 論 文 は テ ー マ 別 に5つ に 分 類 され,最 も多

か った の は 「住 宅 改 修 の 実 態 」 に関 す る論 文 で,28編

と4割 を占 め て い た。 次 いで 「住 宅 改 修 の 評 仙 」 に関

す る 論 文 がll編,「 住 宅 改 修 に 対 す る ケ ア マ ネー

ジ ャー の 意 識 」 に 関 す る論 文 が9編,「 住 宅 改 修 シ ス

テ ム の現 状 」 に 関 す る論 文 が8編,「 サ ー ビ ス提 供 者

の役 割 と課 題 」 に 関す る論 文 が7編 で あ った 。

2.研 究 の動 向

1)住 宅 改 修 の実 態

住 宅 改 修 の実 態 に 関す る報 告 は,介 護 保 険 制 度 導 入

後 の2001年 か ら2002年 に多 く見 られ る。 制 度 利 用 者 に

は脳 血 管 障 害,骨 ・関節 障 害,視 覚 障 害 な ど,身 体 的

な障害 を重 複 して抱 え てい る 人が 多 い こ とや,利 用 者

の 若 年 化,世 帯構 成 の多 様 化 等 が 指 摘 され てい る:1;。

改 修 場 所 で は 便 所,浴 室 が 最 も多 く4^9;,改 修 内容 の

大 部 分 が 段 差 解 消,手 す りの 設 置,ス ロー プの 設 置 が

主 で3.511),改 修 の 多 くが 立 ち上 が り,排 泄,歩 行,

入浴 な ど,日 常 生 活 動 作 の 一 部 を補 助 す る対 応 に と ど

ま っ て お り,増 築 や 廊 下 の 拡 幅,外 部 環 境 の 整 備 と

い った生 活 全 般 の 自立 の ため の 改 造 は大 きな制 限 を受

け て い る こ とが 示 さ れ て い る12)。 そ の 背 景 と して,

介護 度 が 重 くな れ ば な る ほ ど必 要 な助 成 額 が 増 え る こ

とが指 摘 され て い る1'iJ。

改 修 には 当事 者 で あ る利 用 者 本 人や 家 族 が 積 極 的 に

参 加 す る こ とが 重 要 で あ る。 しか し制 度 に対 す る理 解

が不 十 分 な こ と,経 済 的 な負 担 が あ る こ と,現 状 に対

す る慣 れが あ る こ とか ら,住 宅 改 修 要 求 の 潜 在 化 を指

摘 す る報 告 が あ るh,Ih,。 また,専 門職 が み た 必 要性 と

当事 者 の訴 え に乖 離 が あ り,ニ ーズ の 発 見 や 動 機付 け

の必 要 性 が あ る こ とが 指 摘 され て い る,;。

2)住 宅 改 修 の評 価

2003年 頃 か ら利 用 者 や 家 族 の 生 活 が どの よ う に変 化

した か を調 査 した,住 宅 改 修 の 評 価 に関 す る論 文 が 見

られ る。 前 述 した よ うに改 修 内 容 の 大 半 は段 差 餌 消,

手 す りの設 置,ス ロー プの 設 置 で あ るが,改 修 に よ っ

て 入浴,排 泄,移 動 な どの 日常 生 活 動 作 が 向 上 した 事

例16'17}や,介 護 者 の 負 担 軽 減 に つ な が っ た とい う事

例 が報 告 され て い る 哺 。 これ に対 して,使 い に くい,
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使 え な い,改 修 の効 果 な しな ど,改 修 後 の 不 具 合 や 不

満,家 族 のQOL低 下 に つ な が っ た 事 例zr,;や,改 修

に対 す る 否 定 的 な 結 果 を述 べ た例17'2Pも 報 告 さ れ て

い る。 また,改 修 を した619件 を対 象 とす る調 査 で は,

4割 の 人 は 自分 で で きる こ とが 増 えて い ない こ とや,

祉 会行 動 へ の意 欲 につ い て半 数 以 上 が 否 定 的 で あ る こ

とが 報 告 され て い る20,。 さ ら に,住 宅 改 修 を した37

件 の うち32%強 が 利 用 者 の 退 院 後 の 生 活 を想 定 しな い

ま ま改 修 を行 っ て お り,問 題 の あ る改 修zs;や 不 必 要

な 工 事,高 額 な 請 求2s;と 評 価 さ れ て い る こ と,改 修

の妥 当性 と利 用 者 の満 足 度 が 必 ず し も.・致 しな い こ と

が指 摘 され て い るxa;。

3)住 宅 改 修 に対 す る ケ アマ ネ ー ジ ャー の 意 識

2003年 以 降 は サ ー ビ ス 提 供 者 で あ る ケ ア マ ネ ー

ジ ャー,建 築 事 業 者 ・施 行 事 業 者 あ るい は 行 政 の 役 割

につ い て述 べ た ものや,ケ アマ ネー ジ ャー の 住 宅 改 修

や福 祉 用 具 に対 す る認 識 を調 査 した 論 文 も見 られ る 。

ケ ア マ ネー ジ ャー の多 くは住 宅 改 修 に関 わ って お り,

そ の意 義 を感 じて い る割 合 は高 い が,負 担 感 を感 じて

い る こ と も報 告 され て い る25'劉 。 ま た,ケ ア マ ネー

ジ ャー の負 担 感 の調 査 で は,リ ハ ビ リ系 よ り も看 護 系

の ほ うが よ り負 担 を感 じてい る こ とや,福 祉 用 具 に比

べ 住 宅 改 修 の方 に負 担 を感 じる傾 向 が あ る こ とが 報 告

され て い る2s,2s;。 住 宅 改 修 に は 利 用 者 の 家 族 と の 調

整 や他 の専 門職 者 との 連 携 が 重 要 で あ る と認 識 され て

い るza;が,打 合 せ の 煩 わ しさ や 手 続 きの 煩 わ し さが

あ る こ とや,無 報 酬 で あ っ た り住 宅 改 修 に対 す る知 識

が不 足 した り して い る こ とが,負 担 を感 じる理 由 と し

て示 され て い る25,29,29,30,。

4)サ ー ビス提 供 シ ス テ ムの 現 状

介 護 保 険 制 度 に よ る住 宅 改 修 が 進 め られ る 中 で,

個 々 のサ ー ビス提 供 者 だ けで な く,行 政 との 連 携 や協

働 を含 むサ ー ビス の提 供 シス テ ム に関 す る報 告 も見 ら

れ る。 相 談 件 数 の 増 加 に伴 い,改 修 モ デ ル住 宅 の 展

示,研 修 会,イ ベ ン トの ほか,施 工 者 や 専 門 職 を加 え

た シ ス テ ム を構 築 す る例 も報 告 され て い る27,Y1,Y2;。

また,介 護 保 険 制 度 以 外 に,自 治 体 独 自の 住 宅 改 修 助

成 制 度 化 の例31;や,サ ー ビス 提 供 シ ス テ ム が で きた

こ と に よる専 門的 相 談 機 能 の 充 実,相 談 の しや す さ,

行 政 に お け る 業 務 の 明 確 化 な どの 利 点 も示 され て い

る32〕。

一 方
,改 修 は 事 前 の 相 談 や 診 断 が 重 要 で あ る こ

と:33;,住 宅 改 善 の プ ロ セ ス と して 生 活 の 到 達 像 の 設

定 と住 生 活 問題 の発 見,ケ ア プ ラ ン と して の 改 修 必 要

性 の検 討,改 修 の動 機 付 け ・ニ ーズ の 把 握,フ ォ ロー

ア ップ体 制 の必 要 性,多 様 な専 門 職 が チ ー ム と して か

か わ る こ との 重 要 で あ る こ と323h…36)な どが 指 摘 され

て い る。

5)サ ー ビス提 供 者 の 役 割 と課 題

住 宅 改 修 に は,関 与 す る さ ま ざま なサ ー ビ ス提 供 者

の資 質が 問 わ れ て い る。 ケ アマ ネ ー ジ ャー の 知 識 ・技

術 ・経 験 の不 足 や,利 用 者 へ の 相 談 ・助 言 場 面 にお け

る不 十 分 な説 明が,結 果 と して不 適 切 な住 宅 改 修 につ

な が っ て い る と い う 報 告 が あ る37)。 ま た,ケ ア マ

ネー ジ ャー の相 談 相 手 とな る専 門家 や 公 的 機 関 の 環境

整 備 が不 十 分 で あ り,他 職 種 との 連 携 や 調 整 が 課 題 と

な って い るaft;。

専 門 家 が 関 わ る こ と で 改 修 の 提 案 数 は 増 え て い

る:397。しか し,住 宅 改 修 を福 祉 用 具 と・・体 化 して 機

能 的 に考 え て ケ ア プ ラ ンを作 成 す る必 要 性 う7'臓斗Dや,

専 門 職 と して の 知 識 の 体 系 化 を 指 摘 す る 報 告 も あ

るao,az)。 利 用 者 本 人 や 家 族 の 生 活 とそ の住 環 境 との

関 係 を正 し く評 価 して い くため に は,住 環 境 に強 い ケ

アマ ネー ジ ャー の必 要 性 と,福 祉 や 医 療 に強 い 建 築 ⊥

の,両 方 の育 成 が 望 まれ てい る4.,,3,;。

考 察

1.ア セスメントに必要 とされる視点

改修後の評価が否定的な傾向にある要因のひとつ

に,ケ アマネージャーをはじめ とする各専門職が,利

用者の身体状況や生活状況を適切に把握で きていない

ことが考えられる。多くの場合,改 修自体が部分的で

あることや,利 用者や家族の要求が先行 してニーズと

の間に乖離が起 こっていることが指摘 されている。住

宅改修 を利用者 自身の自立に対する支援 として提える

のであれば,利 用者や家族の生活に基盤をおいて考え

るのは当然である。つ まり,朝 起 きてか ら夜床に就 く

までの 「生活の流れ」 としてアセスメントする視点こ

そ必要であろう。

高齢社会が進展する中で,介 護保険制度の利用者は

若年化 し世帯構成 も多様化 している。 しか し,生 活の

場 となる住宅の改修やそこでの適切な福祉用具の導入

を考えるとき,利 用時の身体機能や動作能力だけにと

らわれることなく,利 用者や家族の10年 後,20年 後の

生活 を想定 し,一 人ひとりの暮 らし方や住まい方をデ

ザインし提案することが重要である。

2.住 宅改修に関する知識の体系化 と専門職の連携

しか しながら,「生活の流れ」という視点か ら身体

状況や生活状況をアセスメン トし,利 用者の暮 らし

方 ・住 まい方 をデザ インし提案することは,口 で言う

ほど容易ではない。利用者の要求 と専門家のニーズの

両方に見合った住宅改修の実現には,医 療 ・福祉 ・建

築など多方面の専門的知識が必要であるし,住 宅改修

にかかわるサービス提供者が有機的に連携 してい く必

要がある。

住宅改修に際 して中心的な役割を担っているケアマ

ネージャーには,医 師 ・看護師などの医療系専 門職

と,理 学療法士 ・作業療法士などの リハ ビリ系専門職
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がいる。彼 らは住宅改修に必要な専門的な知識をもち

合わせていないことが多 く,負 担感を感 じていること

も指摘 されている。.・方,建 築士や工務店には医療 ・

福祉 に関する知識は乏 しく,個 々の身体状況や生活状

況 に応 じた改修工事を提案するには限界がある。

従 って,利 用者の状況を統合的にアセスメン トして

い くには,各 々の専門職が自分たちの立場から意見を

出し,そ れに基づいてデ.イスカッションを深め,利 用

者やその家族の状況に見合った住宅改修や福祉用具の

処方 を・・体化 してで きるよう知識を体系化 し,専 門職

種間の連携 を確実に行えるようなシステムを整えるこ

とが必要である。

3.利 用者 とその家族に対する情報提供と支援

住宅改修や福祉用具の利用において最 も重要なこと

は,利 用者 とその家族の意思であ り,実 施にあたって

当事者が明確 な要求を出す ことは重要である。 しか

し,当 事者 自身が住宅改修や福祉用具に関する理解が

十分でないことや,サ ービス提供者である専門家の知

識不足から,意 思決定をしてい く上で必要かつ十分な

情報が提供 されていない現状 もある。また,制 度の利

用 に際 し,経 済的な負担を気にする家族 も多い。

利用者や家族が現状を認識 し自らの生 き方を見据え

て意思決定 して行 くには,簡 便で理解 しやすい情報を

提供することと,そ れを実践で きる専門職の支援が必

須である。

ま と め

介護i保険制度による住宅改修に関する研究動向を見

ることを目的に,2001年1月 か ら2006年9月 までに発

表 された医療系お よび建築系の文献63編 を分析 した。

その結果,住 宅改修に関する実態,評 価,そ れに対す

るケアマネージャーの意識,提 供 システムの実態,

サービ.ス提供者の役割 と課題などが報告されていた。

分析結果から,現 在の住宅改修は日常生活行動を部

分的に補助するものにとどまってお り,利 用者や家族

の状況 を 「生活の流れ」 としてアセスメントすること

が必要であること,知 識の体系化 と専門職の連携が必

要であること,そ して利用者 とその家族に対する情報

提供 と支援が重要であることを提案 した。

(本研究 は,科 学研究費補助金(萌 芽研究)を 受け

て行った研究の一部である。)
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